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岡山大学地域総合研究センターは、大学と地域が連携して美しい『学都』を創造するために設
置されたセンターです。全学体制からなる運営委員会を置き、大学・地域間の各種政策におけ
るコーディネート及びシンクタンク機能を持ち、組織的な社会貢献、地域連携を推進していま
す。

地域総合研究センターは、大きく2つの柱を持って展開されています。
１つ目の柱は、「大学と地域が連携して魅力的な学都を創生する事業」です。主要なものとし
て、学都研究、まちなかキャンパス、西川・中心市街地活性化、留学生のまちづくり事業、地
域との連携・協力事業などが挙げられます。特に、岡山市と連携して設置されたサテライト
キャンパス「西川アゴラ」の活用とその事業展開は、大学と地域の連携の一例として注目に値
します。
２つ目の柱は、「実践型社会連携教育プログラムの推進」です。センター内に、まちづくり、
ものづくり、教育、医療の4分野の教員を配置し、学生が実践的な学びを深める授業の開発及
び展開を実施しています。
詳細：『平成27年度活動報告書』
https://agora.okayama-u.ac.jp/outline/files/#_213

学生による西川周辺の調査活動　　サテライトキャンパス「西川アゴラ」の様子

岡山大学地域総合研究センターは設立から5年目を迎える平成28年、2つの大きな変化があり
ました。
1つ目は、おかやま地域発展協議体を設立したことです。地域発展協議体とは、岡山県の地域
に深く関わる諸組織が連携して岡山の課題について協議し、将来のビジョンを共有する協議体
であり、本センターはその中核となり各組織のコーディネートを行います。
2つ目は、岡山大学にて実践型社会連携教育科目が本格導入されたことです。このことは従来
の講義形式の授業だけではなく、学生がより社会と関わりを持ち、実践知を得る授業が全学的
にも重視されたことを意味します。
このように、大学内外において本センターの担うべき役割は拡大、深化を続けています。こう
した変化の中、地域総合研究センターは産官学連携の中核として、そして学生の実践的な学び
の構築の実現に向けて、一層発展を続けていきたいと考えております。
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